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202６年 3 月の中ごろ こまばようちえん  

 

みなさま、こんにちは！ 

家の近くの散歩道のユキヤナギがいっぱい咲き始めました。レンギョウも負けじと開き始め

ました。幼稚園の桜の花芽も膨らんできました。春、到来です。 

さて今年度最後の「絵本ブックトーク」をお届けします。卒園するかえでさんたちに読んで

ほしい絵本を、嶺村先生、杉本先生、竹下眞理子先生にも紹介していただきました。そして

近藤千春先生からメッセージもいただきました。 

これからも、絵本のある暮らしを楽しんでいきましょう。 

では、大きなけやきの木の下で、絵本のはなしをいたしましょう。 

須藤麻江   

 

 

      ～本のへや・移動図書館から こんにちは～        近藤千春   

「ご卒園 おめでとうございます」 

 先日、かえで組さんに「ワクワクおはなし会」を届けてきました。おみやげで持ち帰って

もらった牛乳パックのカエル(つぶすと飛ぶおもちゃ)、家でも遊んでくれたら嬉しいです。 

 メインのおはなしとしては、日本の昔話※『おししのくびは なぜ あかい』を聴いても

らいました。小さくても賢くて元気いっぱいのおさるが、森の強大な権力者・おししに命を

脅かされるも、知恵と勇気でそのピンチを乗りこえるおはなしです。クライマックスの、お

さるとおししの対峙シーンでは、子どもたちのハラハラドキドキ・真剣なまなざしのまぶし

かったこと！ 
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甘く改ざんされていない本物の昔話の特徴のひとつは、子どもにとって「おもしろがりな

がら 怖さを乗り越える心の体験」ができることだと思っています。さすがは遊び上手なか

えで組さん、最後まで集中して楽しんでくれました。「おはなしの贈りもの」を無事に手渡せ

たことに、わたしもホッとしています。深く満足できる楽しい絵本や底力のある昔話は、と

ことん遊びこむことを含む生の体験と同じく、子どもの内がわを強く豊かに、しなやかに育

んでくれます。 

子育ての旬を過ごしていらっしゃる保護者のみなさんの「今この時」に思いを馳せます。

まわりを見渡せばいろんな情報やあおられる雰囲気があって、不安になることもありますよ

ね。でも、わが子の一番の専門家は、親です。「今できること」「今しかできないこと」をま

ずはたいせつにして、直感を信じて、わが子との暮らしをおもしろがることをオススメした

いです。そしてやはり…読めるかぎりは読んであげたいですね。身体にごはんが必要なよう

に、心にもごはんが必要です。字が読めることと、中身をきちんと味わうことは、まだまだ

同じではないし、時間をとって心をこめて一緒に楽しむということは、子を可愛がることに

他なりません。それは確実に子の安心を満たし、自信を持たせ、意欲を育てます。 

子ども時代は、親子でよろこびを共有できる祝福の時代。おいしい「心のごはん」は、安

心と信頼の親子関係を土台から支える、親切でたのもしい味方になってくれますよ。 

かえで組さん、ご卒園おめでとうございます。保護者のみなさん、たいせつなひとくぎり、

ほんとうにお疲れ様でした。これからの第二章に、心からのエールを送らせていただきます。 

 ※「おししのくびは なぜ あかい」は、『おそばのくきは なぜあかい』（岩波こどもの本/石井桃

子：文/初山滋：絵)に収められています。聴くおはなしと読む絵本！ひと粒で 2 度美味しい！ 

 

① たんぽぽ組・年少組のみなさんに。 

 

  

 

 

 

 

⚫︎『おはなみバス』すとうあさえ文 ・いりやまさとし絵 ほるぷ出版  

20２0 年/1１５５円 

 

「はじめての行事えほん」シリーズの 1 冊です。くまさんが運転する「さくら山」行きバス

にお客さんがお花見弁当を持って乗ってきます。お客さんはお花見弁当を見せっこするので

すが、見たら食べたくなりますよね。そう、食べちゃったんです。でもさくら山に着いて満

開の桜を見たら、「あーあ、やっぱり桜の下で食べたかったなあ」。その時、運転士のくまさ

んが大きな包みを持ってかけてきました。包みに入っていたものは……。いりやまさとしさ
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んの描く動物たちのかわいらしいこと。お弁当のおいしそうなこと。（須藤） 

 

 

 

●『わたしとあそんで』 

マリー・ホール・エッツ文/絵 よだ・じゅんいち訳  

福音館書店 １９６８年/1２１０円 

 

今から 58 年前に出版された絵本です。小さい頃に読んだ！という方もいらっしゃると思

います。原っぱに遊びに行った女の子が、バッタさんやカエルさんに「あそびましょ。」と言

ってつかまえようとします。けれどもみんな逃げてしまいます。だれも遊んでくれません。

女の子が池のそばの石にじっと座っていると……ほらほら、うれしくなることが起こります

よ。みんなが少しずつちかよってくる場面の女の子の表情をみていると、こちらまで嬉しく

なってきます。マリー・ホール・エッツはこどもの心情を詩的に表現できる作家です。「もり

のなか」（福音館書店）「おやすみ かけす」（大日本図書）も読みたくなってきました。（須

藤） 

 

 

    

 

 

 

⚫︎『じぶんでひらく絵本』 

Ｈ・Ａ・レイ 作 石竹光江 訳 文化出版局 1991 年/1540 円 

 

シンプルな仕掛け(真ん中折り返し)がなんとも魅力的でおしゃれな４冊セット。【だれのう

ちかな】【おかあさんとこども】【さあ たべようね】【サーカスをみよう】 

子どもにとったら、“読んでもらう嬉しさ”と“自分でめくる楽しさ”を同時に味わえます。

おはなし(文章)を聴き終わってから、(折り返し部分を)めくってね、と子どもに伝えてから読
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むとよいでしょう。 

全篇を通して、人と動物…生きとし生けるものへの作者のあたたかいまなざしを感じ、やさ

しい読後感に包まれます。作者は奥さんと共同した作品も多く、今も人気の高い『ひとまね

こざる(おさるのジョージ)/岩波書店』シリーズや『どうながのプレッツェル/福音館書店』な

どがあります。(近藤) 

 

 

 

⚫︎『おやすみなさいを するまえに』 

リアン・シールズ 文 アンナ・カリー 絵 松井るり子 訳 

ほるぷ出版 2011 年/1430 円  

 

「きょうが ねむりにつこうとするとき そらは だんだん くらくなり ゆうひ 

は ゆらゆら しずみます」…最初のページはこんなことばで始まり、絵は、こと 

ばが描かない情景を物語っています…夕焼けの中、外で遊ぶ子ウサギたちに呼 

びかけているのはお母さんウサギ。手には“おたま”らしき調理道具を持って 

“夕ごはんですよ～帰っていらっしゃい”と子ウサギたちを呼んでいます。 

短くても語呂良く舌をころがるように読める文章はやわらかくてあたたかい。絵は子ウサギ

たちの自然体で愛らしい姿を過不足なく描き出しています。子 

ウサギたちの寝じたくルーティーンの中には、絵本もおはなしも抱っこも、そしてお星さま

へのお祈りも。 

子どもには“安心感”が一番の眠り薬です。だからこの本はまさに、「おやすみ 

なさいをするまえに」親子で読み合うのにふさわしいと思います。いわゆる“ねかしつけ絵

本”とは大きく一線を画す、とびきり素敵な夜の絵本。(近藤) 

 

 

② 年中・年長組のみなさんに。 
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●『おばあちゃんのわすれもの』 

森山京 作 １００％オレンジ 絵 のら書店 201８年 /1430 円 

 

こぶたのトンタがおばあちゃんのお供でニギヤカマチにバスに乗っていきます。クリニック

やカフェやメガネ屋さんなどを、二人で回るのですが、帰りのバスを待っている時に、おば

あちゃんはツエがないことに気がつきます。トンタは二人で行ったところを全部回って一生

懸命ツエを探します。トンタのおばあちゃんへの優しい気持ちが伝わってきて、ドキドキす

るけどほのぼのするお話です。さすが幼年童話の名手、森山京さん。残念ながら 2018 年に

亡くなってしまいました。幼年童話なので少し長いです。「今日は、ここまでね」というよう

に少しずつ読んであげると良いと思います。100％オレンジさんの絵もキュート！（須藤） 

 

 

 

●『ともだち』（のうさぎのおはなしえほん） 

片山令子作 片山健 絵 ビリケン出版/20０２年・1４３0 円 

 

ポジティブなのうさぎさんとネガティブなふくろうが小川に行きます。色々災難に見舞わ

れ、ふくろうは「小川なんかに来なきゃよかった。チョッキなくすし、はちに刺されておな

かすいて寒くなった」と文句ばかり。のうさぎさんは「ふくろうくんがいたから小川にこら

れたし、お花も草はらも見つけられた。チョッキは一枚しかないけど、きれいな花束ができ

てよかった」といいます。ふくろうはハッとして、のうさぎさんのチョッキを必死に探しま

す。そしてのうさぎさんに届けてあげて、とびながらチョッキをきせてあげました。ふたり
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はもう、ともだちです。私ものうさぎさんのような人になりたいです。すでにずいぶん長く

生きてきてしまいましたけど。（須藤） 

 

 

 

⚫︎『まゆとおに』  

 富安陽子 作 降矢なな 絵 福音館書店 2004 年/1320 円 

 

富安陽子さんの「やまんばの娘・まゆ」シリーズの 1 冊です。 

山で初めて「鬼」に出会ったまゆ。この「むすめっこ」を食べてしまいたい鬼 

の下心なんて気がつきません。その鬼についていくなんて大丈夫なの？！まゆ！…ハイ、ご

安心を。鬼は、全然知りませんでした。まゆはやまんばの娘で、小さくったって笑っちゃう

くらいの怪力の持ち主だということを。おまけに、とてもやさしくて礼儀正しいのです(やま

んば母さんの、日頃の子育てがしのばれます)。    どうぞ安心して、親子で笑い転げて

くださいね♪ 

それにしても、やまんばのこしらえるおむすびの、なんて美味しそうなこと。どこか憎めな

い鬼のおかげで、おなかの幸せは心の安寧につながることがよくわかるなぁ。幼い子にも通

じる、ひねりの効いたユーモアが全開。(近藤)  

 

 

 

 

 

 

 

 

●『マイク・マリガンとスチーム・ショベル』 

バージニア・リー・バートン作 いしい ももこ訳 (童話館出版)1995 年/1650 円  
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マイク・マリガンはスチームショベルの運転士。スチームショベルはメアリ・アンという名

の最高のパートナーです。二人(ひとりと１台)は絶大な信頼関係で結ばれているので、一緒

に働く仲間たちと運河をほったり、山を切りくずしたり…すばらしい仕事を成しとげてきま

した。ところが、時代の流れで新式の車が次々と登場し、メアリ・アンはあわや鉄くずに！？

ドキドキの展開で目が離せなくなりますが、メアリ・アンの能力とそれを信じきるマイク・

マリガン、ちいさな男の子もキーマンとなり、安心納得のハッピーエンド。よかった！ 

【必要とされる喜び】【期待に応えようとする誠実な姿勢】はおそらく、生きる上で、働く上

で、まちがいなくたいせつなことだと思います。これらのエッセンスが、なんとこの一冊の

絵本につまっていると思えてなりません。読み返すたびに、その素敵さとありがたさをしみ

じみうれしく感じるのです。(近藤) 

 

 

③ 大人のみなさんに。 

 

●『光子ノート』 

やべみつのり 作 たろう社 2025 年/3850 円 

 

厚さが 5.５センチ。992 ページ。子育て絵日記です。不思議なそして抱きしめたくなるよ

うな本です。やべみつのりさんは紙芝居作家です。仕事がなかった時娘さんの光子さんを日々

スケッチして絵日記をつけていました。今回息子の太郎さんが、その中から抜粋して一冊の

本にまとめました。光子さんをひたすら見つめ、面白がり、一緒に子どもとの毎日を過ごし

ていたみつのりさん。「幼い子どもが世界と出会い、いろんなことを知っていく過程はなんと

も面白いです。どんづまりだったぼくは、少し光が感じられました」と後書きで書かれてい

ます。太郎さんはカラテカのボケ担当。「大家さんと僕」（新潮社）がベストセラーになりま

した。この本を作ろうと出版社を回ったけどどこもダメだったので自分で「たろう社」とい

う会社を作って出版しました。わたしが注文したら、納品書と封筒に太郎さんのサインがし

てありました。捨てられません。本書はほのぼのの極みです。【須藤】 
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  書影は「おはなしのろうそく１」です。  

⚫︎『おはなしのろうそく』シリーズ 

東京子ども図書館 編 大社玲子 さしえ(東京子ども図書館) 

1973 年～現在/440 円 

  

 収録されている「おはなし」は、世界や日本の昔話。すべて語り用に再話されており、声

に出すとバツグンに読みやすく聴きやすいのが特徴です。なにより、東京子ども図書館選り

すぐりの「おはなし」の一つひとつが魅力的。時代を越えて、子どもたちを楽しませてきま

した。昔話の底力、おそるべし。おもしろい！これなら！というおはなしから、ぜひ親子で

お楽しみください(まずは１巻目からどうぞ)。全国のストーリーテラー(素話の語り手)御用達

のシリーズでもあり、今や 34 巻まで刊行されている、息の長いロングセラーです。 

  この小冊子の愛蔵版バージョンのまえがきには、生前、東京子ども図書館理事長で作家・

翻訳者でもあった、松岡享子さんの珠玉のことばが載っています。〈ふたつめのおねがいーー

子どものまわりにいるおとなたちに〉の後半部分を引用しますね。 

 「どうぞ、子どもたちにお話をしてあげてください。本を読んであげてください。幼い日に

耳からはいったおはなしは、それを語ってくれた人の声とぬくもり、子どもたち自身がそれ

を聞きながら思い浮かべたイメージと共に、一生その子の中にとどまります。お話は、おと

なが子どもにおくることのできる、いちばんいのちの長い贈りものだと思います」 (近藤) 

 

 

もうすぐ卒園するかえで組さんへ 

 

◎嶺村法子先生から。 
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⚫︎『くじらだ！』 

 五味太郎 作・絵 岩崎書店 1978 年 (重版未定) 

 

この絵本に出逢ったのは、大学生のときでした。「おもしろいね！」とサークルの仲間と一

緒に大型の仕掛け絵本を作って、近所の図書館やこどもまつりのイベントなどで、子どもた

ちに演じてみせていました。当時は、ただただ登場人物それぞれの一生懸命さと、最後に「そ

うきたか！」という展開、五味太郎さんの色使いとユーモアのセンスに魅せられて、そして

何より、子どもたちのアッ！と驚く顔が見たくて、繰り返し読んでいたように思います。 

紆余曲折を経て幼稚園に勤めるようになってから、保育者には、アリの目とタカの目が必

要だと教わりました。目の前の子どもたち一人一人をよく見て、今必要な援助ができるよう

になるためのアリの目はもちろんのこと、学級、学年、園全体を見渡して、これから必要な

ことを見極められるようになるためのタカの目が必要ですよ、と。目の前の子どもたちの要

求に応えることに一生懸命になりがちだった若かりし私は、「タカの目で、全体を俯瞰する

ことが大事…」と学びつつも、その難しさを日々感じていましたが、今回、ブックトークに

この絵本を紹介しようと思って読み返してみて、 「これぞ、タカの目！」と、新たな発見

がありました。 

アリの目とタカの目を磨くためには、自分の目でよく見て、人の話をよく聞いて、本を読

んで学んだり、仲間と話し合ったりして、自分とは違う視点を取り入れつつも、自分自身が

納得しながら歩んでいくこと。 

五味太郎さんがどんな思いでこの絵本を創られたかは別として、新たな一歩を踏み出すか

えで組のみなさんに（保護者の皆様にも！） 、私なりの解釈を添えて、『くじらだ！』の

絵本をオススメしたいと思います。 

子どものころに読んだ絵本を大人になってから読み返す楽しさも、ぜひ、いろいろな本で

味わってくださいね！  

 

 

◎杉本裕子先生から。 
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⚫︎『ラン パン パン』 

インド民話 マギー・ダフ 再話  ホセ・アルエゴ 絵 山口文生 訳 

評論社 １９８９年/1,430 円 

 

遠い国の、昔々のお話は、まるごと空気を吸い込むように楽しむことを断然おすすめします。

意味や、筋をすぐに手繰り寄せようとしないで、どの時代かもわからない不思議さ、見知ら

ぬ風景に満ちている色彩、漂う香り、太陽の光、音を運んでくる風、そういうものを全身で

味わいながら、お話の中に飛び込んでみましょう。 

すると、このお話の中から一番に心に響いてくるのが、高らかに鳴る太鼓の音！繰り広げら

れる魔法の間中、戦いの間中、軽やかにお話を紡いでいきます。私はこのお話を声に出して

読むのが大好きです。 

「ラン パン パン」の「ラ」はちょっとためて、巻き舌で、勇ましく！そして、太鼓の皮の

硬く乾いた感じを「パ」に乗せて「ラン パン パン、ラン パン パン、ラン パン パン パン 

パン！！」とひと息に歌い上げます。 

われらがクロドリは、したたかに勝利します。そして魔法を解きながら帰路につき、取り返

した女房と、何事もなかったかのように、無憂樹（Sorrowless Tree）＊の枝で憩うのでし

た。 

大切な人の声を通して聴いたこの太鼓の音は、いつかお子さんの歩みを伴奏してくれるか

もしれません。 

 

＊無憂樹…私が勝手に、最後の場面に描かれているのはこの木だと思っています。仏教で三大聖樹

のひとつとされ、インドでは幸福の木として親しまれているそうです。（https://green-

piece.com/muyuuju/） とはいえ、作者の意図を確認しているわけではありませんこと、ご承知

おきください。ちなみに、最初の場面の木は、愛や絆の強さを表す縁起の良い木として知られるイ

ンドボダイジュではないかと、これも勝手に、ですが。 

 

 

◎竹下眞理子先生から。 
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⚫︎『まざっちゃおう！』 

アリー・チャン 作 小栗左多里 訳 フレーベル館 2020 年/1.540 円 

 

仲良く暮らしていた、個性豊かな あか・き・あお の 3 色。ところが、ある日突然、あ

かが「自分の色がいちばんだ！！」と言い始めて・・・ 3 人は、けんかをして別々に暮ら

し始めます。 

 

 ある日、ひとりのきいろが、ひとりのあおと出会い、なにかが起こります。相手の良いと

ころを見つけ、一緒にいるとわくわく楽しくなることを知ります。お互いに大好きで大好き

で・・・大好きすぎて、まざっちゃおう！！と決めます。 

さて、まじゃっちゃった色は、どのような色になるのでしょう？ 

 

まざって生まれた新たな色の良いところも見つけ、周りにどんどん新たな色が増えていき

ます。 

 

ひとりひとりの良いところを認め、お互いに刺激しあって成長していく駒場幼稚園の子ど

もたちのようだなあ、と思いながら読んだ大好きな絵本です。 

これからも、新たなことや人との出会いがあることでしょう。悩んだりつまずいたりした

時にも、勇気をくれる一冊になれば、と思います。 

どんどん新たな色が増えていく、色の混ざっていく過程も、絵の具遊びや、色水ジュース

遊びを経験してきた子どもたちにとって、楽しいページになるのではないでしょうか。 

 

 

◎近藤千春先生から。 
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⚫︎『ぼくがあかちゃんだったとき』 

浜田桂子 さく・え(教育画劇)2000 年/1320 円 

  

物語は「ぼく」「おとうさん」との会話で進みます。その日は、「ぼく」の 6 歳の誕生日パ

ーティー。おかあさんがおじいちゃんとおばあちゃんを迎えに行っている間、ふたりはパー

ティーの準備にいそしみ、おとうさんは「ぼく」の好きな料理をたくさん作っています。 

ふと手を休めたおとうさんが、よいしょっと「ぼく」をひざに乗せ、「ぼく」があかちゃん

だったときの話をはじめます。「おおきくなったなぁ。あのひから 6 ねん たったんだな

ぁ」病院で生まれた日のこと、夜泣きが大変だったこと、オムツ替えでおしっこシャワーを

何度も浴びたこと、高熱で心配したこと etc.…そのたびに「ぼく」がおとうさんに返すこと

ばの一つひとつは、読者の子どもの共感と笑いを誘います。(←後半の、「もっと おおきく

なるんだよ ぼくは！」もいいな) 

初めて靴を履いた赤ちゃんの「ぼく」が、転んだりふりかえったりしながらひとりで歩く

姿に、かえで組さんを重ねます。 

 

 

◎須藤あさえから。 

 

  「ちいさなショベルカー ベルン」 

すとうあさえ・文 早川純子・絵 2026 年／1540 円  童心社 
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小さいけどちゃんとショベルカーの仕事をしたベルンのお話です。スタンダードなわかり

やすいお話を書いてみたくて 15 年前にざっくりとした形で出版社に企画を出していました。

長い時を経て、そのお話を絵本にしようということになった時、なんと！実際に幼稚園にベ

ルンが来て園庭工事をすることになったのです。すごい偶然！鉄棒を支えていた大きなコン

クリートを見事持ち上げる様子を見ることができましたし、ストーリーも膨らませることが

できました。画家の早川さんも園に来てスケッチをしてくださいました。早川さんは屋上の

カメを気に入って絵に描きましたが、これは「何？」と思う人がいるので描かない方がいい

という編集の意見もあり、なんやかや話しあって、結局早川さんの意見が通りました。こま

ば川で遊ぶこどもたちの姿も、裏表紙に描いてくれました。駒場幼稚園印の特別な絵本にな

ってとても嬉しいです。ちなみに、早川さんは今回初めて乗り物を描いたそうです。 

 

              

・絵本は ①たんぽぽ・年少 ②年中年長 ③大人の方へ、というように対象年齢にそって 

紹介しています。ただ対象年齢はあくまで目安です。お子さんが興味を示した絵本、お子さんに読ん

であげたいなと思った絵本を見つけたら、手にとってみてください。 

・「重版未定」の絵本も積極的に取り上げています。図書館に入っていますし、リクエストが多くなる

と復刊される可能性もあります。 

・本の価格は税込です。 

・紹介した絵本は藤井チズ子前理事長からいただいた寄附金で購入して本の部屋に置いて

あります。背表紙の藤色の丸シールが目印です。 

 


